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編集業務に関するお知らせ
「小児保健研究」等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160‒8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　「小児保健研究」編集部
ＴＥＬ：03‒5388‒6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03‒5388‒5193　E-mail：shounihoken@viola.ocn.ne.jp

「小児保健研究」誌への投稿論文数は年々増加しており
会員の皆様方に深謝申し上げます。第78巻第５号では研究
７本，報告３本をお届けします。総説は保育所保育指針等
の改定，視点は遺伝性疾患のスクリーニングを詳解してい
ます。まさに小児保健という学問の間口の広さと奥行きを
映した構成と言えるでしょう。

小児保健の研究は子どもたちやご家族のご理解とご協
力に支えられています。しかし，投稿論文の中には倫理的
な配慮が十分でないものが見受けられます。編集委員会は
建設的な査読に努めていますが不利益を受けた研究対象者
の救済はできません。

編集委員会が第66回学術集会で開催した「投稿論文書
き方セミナー」には多数ご来聴いただきました。研究対象

者の産み出す力を活かすには相応の修練と準備が必要なこ
と，倫理的な配慮と綿密な研究計画は相補的な関係にある
ことを再確認しました。周到な用意は確かな成果への第一
歩ということでしょう。

日頃医療や保育などを「する」側にいると何事も「する」
側の論理で進めてしまいがちです。例えば，子どもが入院
するなどして自分が「される」側に立つと自分のやり方を
振り返えさせられるものです。自分が同じことをされたら
どう感じるか，研究は誰のために行うのか。研究の着想か
ら一貫して「される」立場で想像することが計画を明瞭な
ものにし，ひいては論文を執筆するハードルを低くします。
会員の皆様方の益々の御健筆を期待しております。

（堀口　寿広）
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